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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釣り糸を前方に繰り出すスピニングリールのスプール軸の先端に螺合するドラグ調整部
材によって前記スプール軸に着脱自在に装着可能なスピニングリールのスプールであって
、
　前記スプール軸に回転不能かつ着脱自在に装着可能な筒状の支持部材と、
　前方に実質的に円形に開口する第１収納凹部を有し、後方への移動が規制された状態で
前記支持部材に回転自在に支持された糸巻用のスプール本体と、
　前記支持部材の前部外周面に対向する内周面を有し前記ドラグ調整部材に接触する押圧
座金を含み、前記第１収納凹部に収納される前摩擦部を有し、前記スプール本体を制動す
るドラグ機構と、
　前記押圧座金の内周面と前記支持部材の外周面との隙間をシールする第１シール部材と
、
　前記押圧座金の外周面と前記第１収納凹部との隙間をシールする第２シール部材と、
を備えたスピニングリールのスプール。
【請求項２】
　前記前摩擦部は、前記押圧座金により押圧される１又は複数の前ドラグ座金をさらに含
む、請求項１に記載のスピニングリールのスプール。
【請求項３】
　前記スプール本体は、前記支持部材に回転自在に支持され外周面に釣り糸を巻き付け可
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能な糸巻胴部と、前記糸巻胴部の前後に設けられた大径の前後のフランジ部と、前記後フ
ランジ部から後方に延びる筒状のスカート部とを有しており、
　前記第１収納凹部は前記糸巻胴部の前部に設けられている、請求項１又は２に記載のス
ピニングリールのスプール。
【請求項４】
　前記後フランジ部は、後方に実質的に円形に開口する第２収納凹部を有し、
　前記ドラグ機構は、前記第２収納凹部に収納された１又は複数の後ドラグ座金を有する
後摩擦部と、前記第２収納凹部を後方から覆うカバー部材と、をさらに有する、請求項３
に記載のスピニングリールのスプール。
【請求項５】
　前記カバー部材と前記支持部材との隙間をシールする第３シール部材をさらに備える、
請求項４に記載のスピニングリールのスプール。
【請求項６】
　前記カバー部材と前記第２収納凹部との隙間をシールする第４シール部材をさらに備え
る、請求項５に記載のスピニングリールのスプール。
【請求項７】
　前記スプール本体は、前記押圧座金の外周面に装着された軸受により前記支持部材に回
転自在に支持されている、請求項１から６のいずれか１項に記載のスピニングリールのス
プール。
【請求項８】
　前記第２シール部材は、前記軸受の前面に配置され、
　前記第２シール部材を抜け止めする抜け止め部材をさらに備える、請求項７に記載のス
ピニングリールのスプール。
【請求項９】
　前記第１収納凹部は、前記軸受が装着される軸受支持部と、前記軸受支持部より小径で
あり、前記前摩擦部が収納される第１ドラグ収納部とを有する、請求項７又は８に記載の
スピニングリールのスプール。
【請求項１０】
　前記糸巻胴部は、後方に実質的に円形に開口する第２収納凹部を有し、
　前記ドラグ機構は、前記第２収納凹部に収納された１又は複数の後ドラグ座金を有する
後摩擦部をさらに有する、請求項３に記載のスピニングリールのスプール。
【請求項１１】
　前記後ドラグ座金と前記第２収納凹部との隙間をシールする第５シール部材をさらに備
える、請求項１０に記載のスピニングリールのスプール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スプール、特に、釣り糸を前方に繰り出すスピニングリールのスプール軸に
着脱自在に装着可能なスピニングリールのスプールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、フロントドラグ型のスピニングリールのスプールには、スプールにドラグ力を
作用させるためのドラグ機構のドラグ座金が装着されている。ドラグ機構を装着すること
で、仕掛けに魚がかかったときに負荷が急激に上昇しても釣り糸が切れにくくなる。ドラ
グ機構は、スプール軸とスプール軸に回転自在に支持されたスプールとの間に設けられて
いる。ドラグ機構は、スプール軸に螺合するドラグ調整部材によりドラグ力が調整される
。ドラグ機構は、ドラグ調整部材とスプールとの間でスプール軸又はスプールに回転不能
に設けられた複数のドラグ座金を備えている。ドラグ調整部材は、ドラグ座金に接触可能
に配置されており、ドラグ座金は、通常、スプールの前部に形成された円形の収納凹部に
装着されている。
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【０００３】
　この種のドラグ機構では、ドラグ調整部材を回してドラグ座金をスプールに押圧するこ
とでスプールにドラグ力を作用させる。この押圧力を調整することでドラグ力を調整でき
る。また、ドラグ調整部材をスプール軸から外すとスプールをスプール軸から取り外すこ
とができる。
【０００４】
　ドラグ座金を有するドラグ機構では、２枚のドラグ座金の摩擦面が水濡れすると、摩擦
力が変動しドラグ調整部材を同じ位置にしてもドラグ力が変化する。そこで、ドラグ座金
の前方でドラグ調整部材とスプールの円形凹部との間にシール部材を装着し、ドラグ調整
部材の外周側から水が摩擦板に侵入しないようにしたものが従来知られている（たとえば
、特許文献１参照）。
【０００５】
　従来のドラグ機構では、ドラグ調整部材の操作により発音させるためにドラグ調整部材
がスプール軸に対して回転自在な部材とスプール軸に対して回転不能な部材との２つの部
材で構成されている。このため、ドラグ調整部材の２つの部材間に隙間が生じる。したが
って、ドラグ調整部材とスプールとの間にシール部材を装着しても、この隙間からドラグ
調整部材の内部に水が侵入すると、侵入した水がドラグ調整部材の中心部を貫通するスプ
ール軸に沿ってドラグ座金側に侵入するおそれがある。そこで、従来のスプールでは、ド
ラグ調整部材とスプールとの間だけでなく、ドラグ調整部材の２つの部材の間にもシール
部材を配置している。
【特許文献１】特開平１１－１９６７２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前記従来の構成では、スプールがスプール軸に装着された状態では、ドラグ座金に液体
が浸入しにくくなる。しかし、シール部材がいずれもドラグ調整部材に設けられているた
め、ドラグ調整部材をスプール軸から外すと、ドラグ座金が外部に露出する。この状態で
スプールを外して単独で洗浄しようとすると、液体がスプール内部に浸入してドラグ座金
の摩擦面が濡れてしまう。このため、再度スプールを使用する際には、ドラグ座金を完全
に乾燥させなければならない。
【０００７】
　本発明の課題は、ドラグ座金が装着されるスプールにおいて、スプールの着脱に係わら
ず、ドラグ座金への液体の浸入を防止できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　発明１に係るスピニングリールのスプールは、釣り糸を前方に繰り出すスピニングリー
ルのスプール軸の先端に螺合するドラグ調整部材によって着脱自在に装着可能なスプール
であって、支持部材と、スプール本体と、ドラグ機構と、第１シール部材と、第２シール
部材と、を備えている。支持部材は、スプール軸に回転不能かつ着脱自在に装着可能な筒
状の部材である。スプール本体は、前方に実質的に円形に開口する第１収納凹部を有し、
後方への移動が規制された状態で支持部材に回転自在に支持された糸巻用のものである。
ドラグ機構は、支持部材の前部外周面に対向する内周面を有しドラグ調整部材に接触する
押圧座金を含み、第１収納凹部に収納される前摩擦部を有し、スプール本体を制動するも
のである。第１シール部材は、押圧座金の内周面と支持部材の外周面との隙間をシールす
る部材である。第２シール部材は、押圧座金の外周面と第１収納凹部との隙間をシールす
る部材である。
【０００９】
　このスプールでは、釣り糸を巻き付け可能なスプール本体は支持部材に後方への移動が
規制された状態で装着され、押圧座金を含む前摩擦部はスプール本体の前方に開口する第
１収納凹部に収納されている。スプールをスプール軸から取り外す際には、ドラグ調整部
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材をスプール軸から取り外す。すると、支持部材に装着されたスプール本体と前摩擦部と
が、支持部材とともにまとまってスプール軸から外れる。スプール軸から外れた状態のス
プールでは、最前方に位置する押圧座金の内周面と支持部材の外周面との隙間は第１シー
ル部材でシールされ、押圧座金の外周面の第１収納凹部との隙間は第２シール部材でシー
ルされている。このため、最前方に位置する押圧座金の内外周面がシールされ、押圧座金
より後方に液体が浸入しにくくなる。もちろん、スプールをスプール軸に装着した状態で
も同様である。このため、押圧座金が装着されるスプールにおいて、スプールの着脱に係
わらず、ドラグ座金への液体の浸入を防止できるようになる。
【００１０】
　発明２に係るスピニングリールのスプールは、発明１に記載のスプールにおいて、前摩
擦部は、押圧座金により押圧される１又は複数の前ドラグ座金をさらに含む。この場合に
は、ドラグ座金が追加されるので、ドラグ機構の耐久性が向上するとともに、ドラグ作動
時の逆転が滑らかになる。
【００１１】
　発明３に係るスピニングリールのスプールは、発明１又は２に記載のスプールにおいて
、スプール本体は、支持部材に回転自在に装着され外周面に釣り糸を巻き付け可能な糸巻
胴部と、糸巻胴部の前後に設けられた大径の前後のフランジ部と、後フランジ部から後方
に延びる筒状のスカート部とを有し、第１収納凹部は糸巻胴部の前部に設けられている。
この場合には、通常よく知られているフロントドラグ型のスプールにおいて、スプールの
着脱に関わらず液体の浸入を防止できる。
【００１２】
　発明４に係るスピニングリールのスプールは、発明３に記載のスプールにおいて、後フ
ランジ部は、後方に実質的に円形に開口する第２収納凹部を有し、ドラグ機構は、第２収
納凹部に収納された１又は複数の後ドラグ座金を有する後摩擦部と、第２収納凹部を後方
から覆うカバー部材と、をさらに有する、この場合には、第１収納凹部が設けられる糸巻
胴部に比べて大径の後フランジ部の第２収納凹部に後摩擦部を配置できるので、摩擦トル
クが大きくなり強力なドラグ力が得られる。
【００１３】
　発明５に係るスピニングリールのスプールは、発明４に記載のスプールにおいて、カバ
ー部材と支持部材との隙間をシールする第３シール部材をさらに備える。この場合には、
スプール本体の後方内周側にある支持部材とカバー部材との隙間からの液体の浸入を防止
できる。このため、スプールが横倒しや逆さまの状態でシャワー等を利用して水洗いして
も、第２収納凹部に水が入りにくくなる。
【００１４】
　発明６に係るスピニングリールのスプールは、発明５に記載のスプールにおいて、カバ
ー部材と第２収納凹部との隙間をシールする第４シール部材をさらに備える。この場合に
は、スプール本体の後方外周側にあるカバー部材と第２収納凹部との隙間からの液体の浸
入を防止できる。スプールを真水に浸漬して洗浄しても第２収納凹部に水が入りにくくな
る。
【００１５】
　発明７に係るスピニングリールのスプールは、発明１から６のいずれかに記載のスプー
ルにおいて、スプール本体は押圧座金の外周面に装着された軸受により支持部材に回転自
在に支持されている。この場合には、押圧座金の外周面に装着された軸受でスプール本体
を回転自在に支持しているので、第２シール部材を軸受の近傍に配置できる。このため、
ドラグ作動時などにスプールが回転してもの回転ぶれが第２シール部材に影響を与えにく
くなる。
【００１６】
　発明８に係るスピニングリールのスプールは、発明７に記載のスプールにおいて、第２
シール部材は、第２軸受の前面に配置され、第２シール部材を抜け止めする抜け止め部材
をさらに備える。この場合には、抜け止め部材で第２シール部材を抜け止めすることによ
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り、第２シール部材で第２軸受を抜け止めすることができ、１つの抜け止め部材で２つの
部材を抜け止めできる。
【００１７】
　発明９に係るスピニングリールのスプールは、発明７又は８に記載のスプールにおいて
、第１収納凹部は、軸受が装着される軸受支持部と、軸受支持部より小径であり、前摩擦
部が収納される第１ドラグ収納部とを有する。この場合には、第１ドラグ収納部と軸受収
納部との段差を利用して軸受を位置決めできる。
【００１８】
　発明１０に係るスピニングリールのスプールは、発明３に記載のスプールにおいて、糸
巻胴部は、後方に実質的に円形に開口する第２収納凹部を有し、ドラグ機構は、第２収納
凹部に収納された１又は複数の後ドラグ座金を有する後摩擦部をさらに有する。この場合
には、後摩擦部が糸巻胴部内に設けられた第２収納凹部に配置されるので、軽量かつコン
パクトなスプールを実現できる。
【００１９】
　発明１１に係るスピニングリールのスプールは、発明１０に記載のスプールにおいて、
後ドラグ座金と第２収納凹部との隙間をシールする第５シール部材をさらに備える。この
場合には、糸巻胴部内に第２収納凹部を設けても、後摩擦部への液体の浸入を防止できる
。このため、スプールが横倒しや逆さまの状態でシャワー等を利用して水洗いしても、第
２収納凹部に水がさらに入りにくくなる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、スプール軸から外れた状態のスプールでは、最前方に位置する押圧座
金の内周面と支持部材の外周面との隙間は第１シール部材でシールされ、押圧座金の外周
面の第１収納凹部との隙間は第２シール部材でシールされている。このため、最前方に位
置する押圧座金の内外周面がシールされ、押圧座金より後方に液体が浸入しにくくなる。
もちろん、スプールをスプール軸に装着した状態でも同様である。このため、ドラグ座金
が装着されるスプールにおいて、スプールの着脱に係わらず、ドラグ座金への液体の浸入
を防止できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　＜第１実施形態＞
　＜スピニングリールの概略構成＞
　図１において、本発明の一実施形態を採用したスピニングリールは、釣り糸を前方に繰
り出すリールであって、ハンドル１を回転自在に支持するリール本体２と、ロータ３と、
スプール４とを備えている。ロータ３は、リール本体２の前部に回転自在に支持されてい
る。スプール４は、釣り糸を外周面に巻き取るものであり、ロータ３の前部に前後移動自
在に配置されている。
【００２２】
　リール本体２は、リールボディ２ａと、リールボディ２ａから斜め上前方に延びる竿取
付脚２ｂとを有している。リールボディ２ａは、図２に示すように内部に空間を有してお
り、その空間内には、ロータ３をハンドル１の回転に連動して回転させるロータ駆動機構
５と、スプール４を前後に移動させて釣り糸を均一に巻き取るためのオシレーティング機
構６とが設けられている。リールボディ２ａの前部には、前方に突出する筒状部２ｃが設
けられている。
【００２３】
　ロータ駆動機構５は、ハンドル１が連結されたハンドル軸１０とともに回転するフェー
スギア１１と、このフェースギア１１に噛み合うピニオンギア１２とを有している。ピニ
オンギア１２は前後方向に配置され筒状に形成されており、その前部１２ａはロータ３の
中心部を貫通しており、ナット１３によりロータ３と固定されている。ピニオンギア１２
は、その軸方向の中間部と後端部とが、それぞれ軸受１４ａ，１４ｂを介してリール本体
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２に回転自在に支持されている。ピニオンギア１２の前部１２ａには所定長さの平行な面
取り部が形成されている。面取り部は、ロータ３及びロータ３の糸繰り出し方向の回転を
禁止するワンウェイクラッチ（後述）をピニオンギア１２に回転不能に連結するために形
成されている。
【００２４】
　オシレーティング機構６は、トラバースカム方式の機構であり、スプール４の中心部に
連結されたスプール軸１５を前後方向に移動させてスプール４を同方向に移動させるため
の機構である。オシレーティング機構６は、スプール軸１５の下方に平行に配置された螺
軸２１と、螺軸２１に沿って前後方向に移動するスライダ２２と、螺軸２１の先端に固定
された中間ギア２３とを有している。スライダ２２は、リール本体２に回転不能かつ軸方
向移動自在に支持されている。スライダ２２にはスプール軸１５の基端部が回転不能に固
定されている。したがって、スプール軸１５もリール本体２に対して回転不能である。中
間ギア２３は、図示しない減速機構を介してピニオンギア１２に噛み合っている。
【００２５】
　ロータ３は、図２に示すように、円筒部３０と、円筒部３０の側方に互いに対向して設
けられた第１及び第２ロータアーム３１，３２とを有している。円筒部３０と両ロータア
ーム３１，３２とは、たとえばアルミニウム合金製であり一体成形されている。
【００２６】
　円筒部３０の前部には前壁３３が形成されており、前壁３３の中央部にはボス部３３ａ
が形成されている。ボス部３３ａの中心部には面取り部１２ｂに回転不能に係止される小
判形状の貫通孔３３ｂが形成されており、この貫通孔３３ｂをピニオンギアの前部１２ａ
及びスプール軸１５が貫通している。前壁３３の前部にナット１３が配置されており、ナ
ット１３の内部には、スプール軸１５を回転自在に支持する軸受３５が配置されている。
この軸受３５によりピニオンギア１２とスプール軸１５との間に隙間を形成している。こ
れにより、スプール軸１５がたわんでもロータ３の回転に影響を与えにくくなり、ロータ
３の回転が軽くなる。
【００２７】
　第１ロータアーム３１は、円筒部３０から外方に凸に湾曲して前方に延びており、円筒
部３０との接続部は円筒部３０の周方向に広がり湾曲している。第１ロータアーム３１の
先端の外周側には、第１ベール支持部材４０が揺動自在に装着されている。第１ベール支
持部材４０の先端には、釣り糸をスプール４に案内するためのラインローラ４１が装着さ
れている。
【００２８】
　第２ロータアーム３２は、円筒部３０から外方に凸に湾曲して前方に延びており、円筒
部３０との接続部は円筒部３０の周方向に広がり湾曲している。第２ロータアーム３２の
先端外周側には、第２ベール支持部材４２が揺動自在に装着されている。
【００２９】
　ラインローラ４１と第２ベール支持部材４２との間には線材を略Ｕ状に湾曲させた形状
のベール４３が固定されている。これらの第１及び第２ベール支持部材４０，４２、ライ
ンローラ４１及びベール４３により釣り糸をスプール４に案内するベールアーム４４が構
成される。ベールアーム４４は、図２に示す糸案内姿勢とそれから反転した糸開放姿勢と
の間で揺動自在である。
【００３０】
　円筒部３０の内側において、リールボディ２ａの筒状部２ｃの内部にはロータ３の逆転
を常時禁止するための逆転防止機構５０が配置されている。逆転防止機構５０は、内輪が
遊転するローラ型のワンウェイクラッチ５１を有している。
【００３１】
　ワンウェイクラッチ５１の前方において、筒状部２ｃには、リールボディ２ａ内部への
液体の浸入を防止するためのリップ付きのシール板５８が装着されている。シール板５８
　は、５角形状に折り曲げられた抜け止めばねにより抜け止めされている。
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【００３２】
　＜スプールの構成＞
　スプール４は、図２に示すように、ロータ３の第１ロータアーム３１と第２ロータアー
ム３２との間に配置されている。スプール４は、前後方向に沿って配置されたスプール軸
１５に着脱自在に装着可能なものである。
【００３３】
　スプール軸１５は、図３及び図４に示すように、先端に向かって２段階に直径が小さく
なっている。先端側の第１軸部１５ａの外周面には、ドラグ調整用の雄ねじ部１５ｂが形
成されている。第１軸部１５ａに隣接する第２軸部１５ｃは、第１軸部１５ａより僅かに
大径である。第１軸部１５ａと第２軸部１５ｃの外周面には、互いに平行な面を有する回
り止め部１５ｄが形成されている。回り止め部１５ｄは、スプール軸１５に後述するドラ
グ機構８の部材を回転不能に連結するために形成されている。スプール軸１５の基端側（
図２右側）の第３軸部１５ｆは、第２軸部１５ｃより僅かに大径である。したがって、第
２軸部１５ｃと第３軸部１５ｆとの間には段差１５ｅが形成されている。
【００３４】
　スプール４は、図３～図５に示すように、スプール軸１５に回転不能かつ着脱自在に装
着可能な筒状の支持部材２５と、実質的に円形に前方に開口する第１収納凹部６５を有す
る糸巻用のスプール本体７と、スプール本体７を制動するドラグ機構８と、を備えている
。また、スプール４は、ドラグ機構８が収納される第１収納凹部６５への液体の浸入を防
止する第１及び第２シール部材５９，６０と、スプール４後方からドラグ機構８への液体
の侵入を防止する第３及び第４シール部材６１，６２と、を備えている。
【００３５】
　＜支持部材２５の構成＞
　支持部材２５は、筒状の支持部本体２６と、支持部本体２６の後方への移動を規制する
とともに支持部本体２６をスプール軸１５に対して回転不能に規制する規制部２７と、を
有している。支持部本体２６は、スプール本体７を回転自在に支持する第１軸受６３が装
着された筒状の軸受装着部２６ａと、前部外周面に設けられドラグ機構８の後述する第１
摩擦部（前摩擦部の一例）７１を回転不能に係止するための互いに平行な面で構成された
第１係止部２６ｂと、後部外周面に設けられドラグ機構８の後述する第２摩擦部（後摩擦
部の一例）７２を回転不能に係止するために径方向外方に突出する４つの突起を有する第
２係止部２６ｃと、を有している。
【００３６】
　第１軸受６３の外輪６３ａの後面は、金属ばね線材を折り曲げて形成された第１抜け止
め部材３６により抜け止めされている。支持部本体２６は、スプール軸１５に回転自在か
つ軸方向移動自在に装着されている。支持部本体２６の先端には、小径のシール装着部２
６ｄが形成されている。シール装着部２６ｄには、環状のシール装着溝２６ｅが形成され
ている。シール装着溝２６ｅに第１シール部材５９が装着されている。第１シール部材５
９は、たとえはＯリングであり、ドラグ機構８の後述する押圧座金２９との隙間をシール
する部材である。
【００３７】
　規制部２７は、図４に示すように、支持部本体２６の後面に固定された１枚のワッシャ
７８と、２枚の規制ディスク７９，８０とを有している。ワッシャ７８は、第３シール部
材６１を規制ディスク８０とで挟持する。規制ディスク７９は、規制ディスク８０より小
径であり、第３シール部材６１が外周に装着される。規制ディスク７９は、中心にスプー
ル軸１５の回り止め部１５ｄに回転不能に係止される実質的に矩形状の貫通孔７９ａを有
している。規制ディスク８０は、規制ディスク７９より大径であり、中心にスプール軸１
５の回り止め部１５ｄに回転不能に係止される実質的に矩形状の貫通孔８０ａを有してい
る。これらの３枚のワッシャ及び規制ディスク７８～８０は、規制ディスク８０の後方か
ら貫通して支持部本体２６の後面にねじ込まれた４本の皿ボルト８１により支持部本体２
６に固定されている。この結果、支持部本体２６は、スプール軸１５に対して回転不能に
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なる。
【００３８】
　また、規制ディスク８０の後端面には、スプール軸１５の回り止め部１５ｄの後端部に
装着された合成樹脂製の３枚の調整ワッシャ７６が接触している。調整ワッシャ７６は、
スプール４のスプール軸方向の前後位置を調整するためのものであり、その後面にはスプ
ール本体７の後方への移動を規制するためのスプールワッシャ８９が回り止め部１５ｄの
最後端部に回り止めされた状態で装着されている。このスプールワッシャ８９が、スプー
ル軸１５の段差１５ｅに接触して軸方向後方に移動不能なっている。これにより、支持部
本体２６のスプール軸方向後方への移動が規制される。なお、回り止め部１５ｄの後端部
の調整ワッシャ７６装着部分は他の部分に比べて僅かに小径に形成されており、スプール
本体７が支持部材２５とともにスプール軸１５から外れたときに、調整ワッシャ７６がス
プール軸１５に残るようになっている。
【００３９】
　＜スプール本体７の構成＞
　スプール本体７は、たとえばアルミニウム合金を鍛造成形して得られた大小２段の円筒
状の部材である。スプール本体７は、後方への移動が規制された状態で支持部材２５に回
転自在に装着された糸巻用のものである。スプール本体７は、外周面に釣り糸を巻き付け
能な実質的に筒状の糸巻胴部７ａと、糸巻胴部７ａの前後に設けられた大径の前後のフラ
ンジ部７ｂ，７ｃと、後フランジ部７ｃから後方に延びる筒状のスカート部７ｄとを有し
ている。
【００４０】
　糸巻胴部７ａは、支持部材２５に第１及び第２軸受６３，６４により回転自在に支持さ
れている。糸巻胴部７ａの前側内部には、ドラグ機構８の第１摩擦部７１を収納する実質
的に円形の開口を有する筒状の第１収納凹部６５が形成されている。第１収納凹部６５は
、第２軸受６４の外輪６４ａが装着される軸受支持部６５ａと、軸受支持部６５ａより小
径であり、第１摩擦部７１が収納される第１ドラグ収納部６５ｂとを有している。また、
軸受支持部６５ａの前方には、第２シール部材６０が装着されるシール装着部６５ｃと、
第２シール部材６０及び第２軸受６４をまとめて抜け止めするための第２抜き止め部材４
８が装着される環状溝６５ｄとが形成されている。
【００４１】
　第１収納凹部６５の内周面には、第１摩擦部７１を回転不能に係止する周方向に間隔を
隔てて形成された複数（たとえば４つ）の第１係止溝６５ｅが軸方向に沿って形成されて
いる。糸巻胴部７ａの後側面には、環状の肉盗み部７ｆが形成されている。この肉盗み部
７ｆは、スプール４の軽量化を図るために形成されている。この肉盗み部７ｆの後部に第
１軸受６３装着されている。
【００４２】
　前フランジ部７ｂは、糸巻胴部７ａと一体形成された内側フランジ部６６ａと、内側フ
ランジ部６６ａの外周部に装着された、たとえば硬質セラミック等の硬質材料製の環状の
外側フランジ部６６ｂとを有している。外側フランジ部６６ｂは、スプール４から放出さ
れる釣り糸との接触による傷付きや磨耗を防止するために設けられている。外側フランジ
部６６ｂは、糸巻胴部７ａから前方に突出する筒状固定部７ｇの外周面にねじ込み固定さ
れたフランジ固定部材６７により内側フランジ部６６ａに固定されている。
【００４３】
　後フランジ部７ｃは、前フランジ部７ｂより僅かに大径に糸巻胴部７ａと一体形成され
ている。後フランジ部７ｃの後面にはスカート部７ｄの内周側に間隔を隔てて筒状の後ド
ラグ装着部７ｅが後方に突出して形成されている。後ドラグ装着部７ｅは内部に実質的に
円形に後方に開口する第２収納凹部６８が形成されている。この第２収納凹部６８にドラ
グ機構８の第２摩擦部７２が収納されている。後ドラグ装着部７ｅの外周面には、雄ねじ
部７ｈが形成されている。また、第２収納凹部６８の内周面には、第２摩擦部７２を回転
不能に係止するための周方向に間隔を隔てて配置された複数（たとえば４つ）の第２係止
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溝６９が形成されている。第２係止溝６９は周方向に間隔を隔てて配置されスプール軸方
向に沿って形成されている。
【００４４】
　スカート部７ｄは、後フランジ部７ｃと一体形成され後フランジ部７ｃの外周部から後
方に筒状に延びている。この延びた先端は、スプール４の前進端に移動したとき、ロータ
３の円筒部３０の先端と僅かに重なる位置に配置される。
【００４５】
　＜ドラグ機構８の構成＞
　ドラグ機構８は、スプール本体７とスプール軸１５との間に装着され、スプール４にド
ラグ力を作用させるための機構である。ドラグ機構８は、ドラグ力を手で調整するために
スプール軸１５の先端に配置されたドラグ調整部材７０により押圧される第１摩擦部７１
を有している。また、ドラグ機構８は、第２収納凹部６８に収納された第２摩擦部７２と
、第２収納凹部６８を後方から覆うカバー部材９と、を有している。
【００４６】
　ドラグ調整部材７０は、図３及び図４に示すように、ドラグ調整時に発音するドラグ調
整発音機構７０ａと、スプール軸１５の先端に形成された雄ねじ部１５ｂに螺合するナッ
ト７０ｂと、ドラグ力を増減するコイルばね７０ｃとを内部に有している。ドラグ調整部
材７０は、スプール軸１５に対して回動することによりナット７０ｂをスプール軸１５に
対して前後移動させる。このナット７０ｂの移動により、コイルばね７０ｃを伸縮させて
ドラグ機構８の第１摩擦部７１及び第２摩擦部７２への押圧力を変化させてドラグ力を調
整する。
【００４７】
　＜第１摩擦部７１の構成＞
　第１摩擦部７１は、図４に示すように、スプール軸１５に回転不能に装着された押圧座
金２９と、支持部本体２６に対して回転不能な１又は複数（たとえば２枚）の第１ドラグ
座金８６ａ，８６ｂと、糸巻胴部７ａに対して一体回転可能な１又は複数（たとえば２枚
）の第２ドラグ座金８７ａ，８７ｂとを有している。
【００４８】
　押圧座金２９は、第１ドラグ座金８６ａとドラグ調整部材７０との間に配置され、ドラ
グ調整部材７０に接触する座金である。押圧座金２９は、支持部本体２６の前部外周面に
設けられたシール装着部２６ｄに対向して配置される内周面２９ｅを有する対向筒部２９
ａと、後部に配置され第１ドラグ座金８６ａに接触する大径の鍔部２９ｂとを有している
。対向筒部２９ａの前端部には、ドラグ調整部材７０の後面に接触して押圧される押圧部
２９ｃが形成され、押圧部２９ｃの内周面には、スプール軸１５の回り止め部１５ｄに係
合する長孔２９ｄが形成されている。これにより、押圧座金２９は、スプール軸１５に対
して回転不能かつ軸方向移動自在に装着される。
【００４９】
　対向筒部２９ａの外周面には、第１収納凹部６５の軸受支持部６５ａに外輪６４ａが装
着された第２軸受６４の内輪６４ｂが装着されている。また、第２軸受６４の前方には、
第２軸受６４に接触して第２シール部材６０が装着されている。
【００５０】
　第２シール部材６０は、たとえば、ニトリルゴムやウレタンゴム等の弾性体製の座金形
状の部材であり、先端に前方に傾斜した先細りのリップ６０ａを有している。第２シール
部材６０は、基端が第１収納凹部６５のシール装着部６５ｃに装着され、リップ６０ａが
対向筒部２９ａの外周面に接触している。これにより、第２シール部材６０が対向筒部２
９ａの外周面と第１収納凹部６５との隙間をシールしている。第２シール部材６０は、金
属ばね線材を折り曲げて形成された第２抜け止め部材４８により第２軸受６４とともに抜
け止めされている。
【００５１】
　対向筒部２９ａの押圧部２９ｃを除く内周面は、長孔２９ｄより大径に形成され、支持
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部本体２６のシール装着部２６ｄに対向して配置されている。この内周面は第１シール部
材５９に接触可能である。これにより、第１シール部材５９が支持部材２５と対向筒部２
９ａの内周面との隙間をシールしている。
【００５２】
　第１及び第２ドラグ座金８６ａ，８６ｂ、８７ａ，８７ｂは、前ドラグ座金に相当し押
圧座金２９により押圧される。第１ドラグ座金８６ａ，８６ｂと第２ドラグ座金８７ａ，
８７ｂとは交互に配置されている。第１ドラグ座金８６ａ，８６ｂは、たとえばステンレ
ス合金製である。第１ドラグ座金８６ａ，８６ｂは、支持部本体２６の第１係止部２６ｂ
に回転不能に係止される長孔形状の貫通孔８６ｃが内周部に形成されている。これにより
、第１ドラグ座金８６ａ，８６ｂは、スプール軸１５に対して回転不能になっている。
【００５３】
　第２ドラグ座金８７ａ，８７ｂの外周部には、第１収納凹部６５に形成された第１係止
溝６５ｅに係合する、周方向に間隔を隔てて配置された複数（たとえば４つ）の耳部８７
ｃが径方向に突出して形成されている。これにより第２ドラグ座金８７ａ，８７ｂはスプ
ール本体７に対して回転不能かつ支持部本体２６に対して回転自在になっている。第２ド
ラグ座金８７ａ，８７ｂは、たとえばカーボンクロス製である。第２ドラグ座金８７ｂは
、第１収納凹部６５の壁部に接触可能であり、スプール本体７を後方に押圧する。
【００５４】
　＜第２摩擦部７２の構成＞
　第２摩擦部７２は、スプール軸１５に対して回転不能な第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂ
と、第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂと押圧可能に配置されスプール本体７に対して回転不
能な第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂと、を有している。これらの第３及び第４ドラグ座金
７３ａ，７３ｂ、７４ａ，７４ｂが後ドラグ座金に相当し、スプール本体７を介して押圧
座金２９により押圧される。
【００５５】
　第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂと第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂとは交互に配置されて
おり、第４ドラグ座金７４ａがスプール本体７の後フランジ部７ｃの後面に接触している
。また、第２摩擦部７２は、規制部２７によりスプール軸方向後方への移動が規制されて
いる。第２摩擦部７２は、カバー部材９により覆われており、第３及び第４シール部材６
１，６２により後方から内部への液体の浸入が防止されている。
【００５６】
　第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂは、たとえばステンレス合金製の部材であり、支持部本
体２６に形成された第２係止部２６ｃに回転不能に係止される十字形状の係止孔７３ｃを
中心部に有している。第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂは支持部本体２６を介してスプール
軸１５に対して回転不能であり、スプール軸１５はリール本体２に対して回転不能なため
、第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂは、リール本体２に対して回転不能になる。最も後方の
第３ドラグ座金７３ｂは、規制部２７に接触して後方への移動が規制されている。第３ド
ラグ座金７３ｂの後面には、音出しピン（後述）８４を装着するピン装着部８３が固定さ
れている。
【００５７】
　ピン装着部８３は、図５に示すように、音出しピン８４が一端に装着されるコイルばね
の形態のばね部材８５を装着するばね装着部８３ａと、ばね部材８５の基端が係止される
ばね係止ピン８３ｂとを有している。
【００５８】
　図３～図５に示すように、第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂは、たとえば、カーボンクロ
ス製であり、第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂと相対回転してドラグ力を発生するものであ
る。第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂの外周部には、第２収納凹部６８の内周面に形成され
た第２係止溝６９に係合する、周方向に間隔を隔てて配置された複数（たとえば６つ）の
耳部７４ｃが、径方向に突出して形成されている。第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂの内周
部には、第２係止部２６ｃが係合せずに貫通する貫通孔７４ｄが形成されている。これに
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より、第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂはスプール本体７に対して回転不能である。
【００５９】
　＜ドラグ発音機構７７の構成＞
　第３ドラグ座金７３ｂの後面には、ドラグ作動時に発音するドラグ発音機構７７が配置
されている。ドラグ発音機構７７は、後ドラグ装着部７ｅの後端面に装着された音出しデ
ィスク８２と、第３ドラグ座金７３ｂのピン装着部８３にばね部材８５を介して揺動自在
に装着された音出しピン８４と、を有している。
【００６０】
　音出しディスク８２は、金属製のリング状の部材であり、内周面に音出し用の山形の多
数の凹凸を有する凹凸部８２ａを有している。また、音出しディスク８２は、後ドラグ装
着部７ｅの後端面に形成された１対の装着穴７ｊに係合する１対の係合ピン８２ｂを前端
面に有している。このため、音出しディスク８２は、スプール本体７とともに回転する。
音出しディスク８２は、カバー部材９により抜け止めされており、後ドラグ装着部７ｅに
対しては装着穴７ｊと係合ピン８２ｂとが遊びがあるように装着されている。このため、
音出しディスク８２は、後ドラグ装着部７ｅに対して振動可能に装着されている。
【００６１】
　音出しピン８４は、凹凸部８２ａに接触する頭部８４ａと、頭部８４ａより小径の軸部
８４ｂとを有している。軸部８４ｂは、ばね部材８５の先端内に挿入されて固定されてい
る。ばね部材８５は、基端がばね係止ピン８３ｂに係止され、それより先端側がばね装着
部８３ａ内に装着されている。これにより、スプール本体７が回転すると、音出しピン８
４は凹凸部８２ａと衝突を繰り返し、ばね部材８５に装着された状態でスプール本体７の
回転方向に振動する。このとき、音出しディスク８２は、後ドラグ装着部７ｅに対しては
装着穴７ｊと係合ピン８２ｂとが遊びがあるように装着されているので、音出しディスク
８２も振動して歯切れのよい大きい音が発生する。
【００６２】
　＜カバー部材９の構成＞
　カバー部材９は、ドラグ調整部材７０をスプール軸１５から外して、第２摩擦部７２を
覆ってスプール本体７を支持部材２５とともにスプール軸１５から取り外すとき、第２摩
擦部７２及び支持部材２５をスプール本体７とともに着脱するために設けられている。カ
バー部材９は、図５に示すように、後ドラグ装着部７ｅの外周部に配置される第１円筒部
９ａと、第１円筒部９ａから内方に延び第２摩擦部７２の後方に配置される円板部９ｂと
、円板部９ｂの途中から前方に延びる第２円筒部９ｃとを有している。
【００６３】
　第１円筒部９ａの内周面には、後ドラグ装着部７ｅの外周面に形成された雄ねじ部７ｈ
に螺合する雌ねじ部９ｄが形成されている。雌ねじ部９ｄの先端側には、後ドラグ収納部
７ｅの外周部との間に第４シール部材６２が装着されている。第４シール部材６２は、後
ドラグ装着部７ｅの外周面に形成されたシール装着溝７ｉに装着されている。円板部９ｂ
の後面には、カバー部材９を後ドラグ装着部７ｅねじ込む際に使用される工具係止ピン９
ｅが後方に突出して形成されている。円板部９ｂの内周部９ｆは、図３に示すように、規
制ディスク８０と径方向に重なり合う位置に配置されており、ドラグ調整部材７０を外し
てスプール４をスプール軸１５から外すときに、規制ディスク８０に接触して押圧できる
ようになっている。これにより、支持部材２５がスプール本体７とともにスプール軸１５
から外れる。
【００６４】
　第２円筒部９ｃの内周面には、規制ディスク７９に装着された第３シール部材６１の先
端が接触している。カバー部材９の外周面とスカート部７ｄとの間には隙間が形成されて
おり、この隙間にロータ３の円筒部３０の先端が配置可能である。これにより、スプール
４が後退したときに、スプール４の後退位置をリール本体２側に近づけることができ、リ
ールの前後長さをコンパクトに維持できる。
【００６５】
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　第４シール部材６２はＯリングからなり、カバー部材９の内周部と後ドラグ装着部７ｅ
との隙間をシールし、カバー部材９の内周部から第２摩擦部７２への液体の浸入を防止す
る。第３シール部材６１は、先端に後方に向けて傾いたリップを有するシール部材である
。第３シール部材６１は、カバー部材９の内周部と支持部材２５との隙間をシールし、カ
バー部材９の内周部から第２摩擦部７２への液体の浸入を防止する。このように、第３及
び第４シール部材６１，６２により第２摩擦部７２がシールされているとともに、第１摩
擦部７１も第１及び第２シール部材５９，６０によりシールされているので、スプール本
体７を支持部材２５とともにスプール軸１５から取り外しても、第１摩擦部７１や第２摩
擦部７２に液体が侵入しにくくある。このため、取り外したスプール４を水洗いなどして
、水ぬれによるドラグ力の変動が生じにくくなる。
【００６６】
　〔リールの操作及び動作〕
　釣りを行う前に魚の大きさや種類に合わせてドラグ力を調整する。ドラグ力を調整する
には、釣り糸の適宜の長さ繰り出し、釣り糸の先端に対象魚に応じた重りを装着する。そ
して、ドラグ調整部材７０を回して適当なドラグ力を設定してハンドル１を回し、ドラグ
が作動することを確認する。ドラグ調整部材７０をたとえ時計回りに回すとスプール軸１
５に螺合するナット７０ｂによりドラグ調整部材７０が後方に移動し、さらにコイルばね
７０ｃを介して押圧座金２９を押圧し、この押圧力が第１摩擦部７１に伝達されるととも
に、スプール本体７を介してさらに第２摩擦部７２にも伝達される。これによりドラグ力
が大きくなる。このとき、ドラグ調整発音機構７０ａが軽快なクリック音を発生する。こ
こでは、スプール本体７の後部の比較的大きな空間に第２摩擦部７２を配置したので、糸
巻胴部７ａの径を小さくした深溝型のスプール４であっても、大きなドラグ力を得ること
ができる。
【００６７】
　キャスティング時にはベールアーム４４を糸開放姿勢に反転させる。これにより第１ベ
ール支持部材４０及び第２ベール支持部材４２は揺動する。この状態で釣り竿を握る手の
人差し指で釣り糸を引っかけながら釣り竿をキャスティングする。すると釣り糸は仕掛け
の重さにより勢いよく放出される。仕掛けが着水した後ハンドル１を糸巻取方向に回転さ
せると、ロータ駆動機構５によりロータ３が糸巻取方向に回転する。ロータ３が回転する
と、ベールアーム４４がベール反転機構（図示せず）により糸巻取位置に復帰しロータ３
の逆転が禁止されているので釣り糸の放出が止まる。
【００６８】
　釣り糸を巻き取る際には、ハンドル１を糸巻取方向に回転させる。すると、その回転が
フェースギア１１、ピニオンギア１２を介してロータ３に伝達されロータ３が回転する。
ロータ３が回転すると、ラインローラ４１に案内された釣り糸がスプール４に巻き付けら
れる。このとき、糸巻胴部７ａの径が前後のフランジ部７ｂ，７ｃに比べて小径な深溝型
のスプール４では、スプール全体の径を小さく維持して糸巻き量を多くすることができる
。
【００６９】
　仕掛けに魚がかかると、ロータ３が糸繰り出し方向に逆転しようとする。しかし、ピニ
オンギア１２が逆転防止機構５０により逆転禁止されているのでピニオンギア１２に回転
不能に連結されたロータ３は逆転しない。このとき、ワンウェイクラッチ５１では、ピニ
オンギア１２を介してロータ３に回転不能に連結された連結部材が糸繰り出し方向に逆転
しようとする。しかし、連結部材に係止された内輪本体が逆転しようとすると、ローラが
外輪に形成されたカム面に食い込み、リールボディ２ａに回転不能に係止された外輪に内
輪本体が固定され内輪本体が逆転不能になる。この結果、ロータ３の逆転が禁止される。
【００７０】
　魚の引きが強いと、ドラグ機構８が作動することがある。ドラグ機構８が作動すると、
第２摩擦部７２の第３ドラグ座金７３ａ，７３ｂと第４ドラグ座金７４ａ，７４ｂ及び第
１摩擦部７１の第１ドラグ座金８６ａ，８６ｂと第２ドラグ座金８７ａ，８７ｂとの間で
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それぞれ滑りが生じ、設定されたドラグ力で釣り糸が繰り出される。
【００７１】
　スプール４をスプール軸１５から外す場合には、ドラグ調整部材７０を反時計回りに回
転させる。すると、ドラグ調整部材７０がスプール軸１５から外れて、図６に示すように
、スプール本体７と支持部材２５とをスプール軸１５から取り出すことができる。このと
き、第２抜け止め部材４８により第２シール部材６０や第２軸受６４が抜け止めされてい
るので、その奥側に配置された第１摩擦部７１が第１収納凹部６５内に残った状態でスプ
ール軸１５から外れる。また、第２摩擦部７２は、後フランジ部７ｃに装着されたカバー
部材９により覆われているので、第１抜け止め部材３６により抜け止めされた第１軸受６
３とともにスプール軸１５から外れる。さらに支持部材２５は、カバー部材９の内周部９
ｆにより規制ディスク８０が押圧されるので、スプール軸１５から外れる。このように、
ドラグ機構８は、スプール本体７とともに一体で着脱でき、かつスプール軸１５から外し
ても、４つのシール部材５９～６２により第１及び第２摩擦部７１，７２の前後がシール
された状態が維持される。したがって、スプール４をスプール軸１５から取り外した状態
でも第１及び第２摩擦部７１，７２が確実にシールされる。このため、ドラグ座金７４ａ
，７４ｂ、８６ａ，８６ｂが装着されるスプールにおいて、スプールの着脱に係わらず、
ドラグ座金７４ａ，７４ｂ、８６ａ，８６ｂへの液体の浸入を防止できるようになる。
【００７２】
　＜第１実施形態の変形例＞
　前記第１実施形態では、スプール４の前後位置の調整を容易にするために、スプール４
をスプール軸１５から取り外したときに３枚の調整ワッシャ７６がスプール軸１５に残る
ように構成したが、図７に示すように、調整ワッシャ１７６がスプール１０４とともにス
プール軸１５から外れるように構成してもよい。３枚の調整ワッシャ１７６は、第３シー
ル部材１６１が装着された規制ディスク１７９の図７前側に配置されている。また、カバ
ー部材１０９の円板部１０９ｂの内周部１０９ｆは、突出しておらず、規制ディスク１８
０と径方向に重ならないように配置されている。
【００７３】
　支持部本体１２６にねじ止め固定された規制ディスク１８０は、スプール１０４の最も
後側に配置されており、スプール軸１５の段差部１５ｅに接触し後方への移動が規制され
ている。したがって、この変形例ではスプールワッシャ８９は設けられていない。規制デ
ィスク１８０の後面には、スプール１０４の前後位置の調整のために支持部本体１２６及
びそれにねじ止め固定された規制ディスク１８０や規制ディスク１７９や調整ワッシャ１
７６を抜きやすくするために段付きボルト１９０が、たとえば２本立設されている。スプ
ール１０４をスプール軸１５から外した状態で、この段付きボルト１９０を利用して規制
ディスク１８０を引っ張ることにより調整ワッシャ１７６を露出させることができ、調整
ワッシャ１７６の枚数を変更できる。
【００７４】
　このような変形例の構成では、カバー部材１０９の内周部１０９ｆが規制ディスク１８
０には接触しないが、第１摩擦部７１や第２摩擦部７２のドラグ座金８６ａ，８６ｂ，８
７ａ，８７ｂ、７３ａ，７３ｂ，７４ａ，７４ｂが傾いてこぜることにより支持部本体１
２６がスプール本体１０７とともにスプール軸１５から外れる。
【００７５】
　＜第２実施形態＞
　前記第１実施形態では、後フランジ部７ｃに第２摩擦部７２を有するドラグ機構８が装
着されたスプール４を例に本発明を説明したが、第２実施形態では、図８及び図９に示す
ようにスプール２０４の後述する糸巻胴部２０７ａ内にドラグ機構２０８の第１及び第２
摩擦部２７１，２７２が収納されている。
【００７６】
　スプール２０４は、図８に示すように、ロータ３の第１ロータアーム３１と第２ロータ
アーム３２との間に配置されている。スプール２０４は、前後方向に沿って配置されたス
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プール軸２１５に着脱自在に装着可能なものである。
【００７７】
　スプール軸２１５は、図９に示すように、先端に向かって１段階に直径が小さくなって
いる。先端側の第１軸部２１５ａの外周面には、ドラグ調整用の雄ねじ部２１５ｂが形成
されている。第１軸部２１５ａに隣接する第２軸部２１５ｃは、第１軸部２１５ａより僅
かに大径である。第１軸部２１５ａと第２軸部２１５ｃの外周面には、互いに平行な面を
有する回り止め部２１５ｄが形成されている。回り止め部２１５ｄは、スプール軸２１５
に後述するドラグ機構２０８の部材を回転不能に連結するために形成されている。スプー
ル軸２１５の基端側（図９右側）の第３軸部２１５ｆは、第２軸部２１５ｃと同径である
が、回り止め部２１５ｄが形成されていない。したがって、第２軸部２１５ｃと第３軸部
２１５ｆとの間には回り止め部２１５ｄの後端部で段差２１５ｅが形成されている。
【００７８】
　＜スプール２０４の構成＞
　スプール２０４は、図９に示すように、スプール軸２１５に回転不能かつ着脱自在に装
着可能な筒状の支持部材２２５と、実質的に円形に前方及び後方に開口する第１及び第２
収納凹部２６５，２６８を有する糸巻用のスプール本体２０７と、スプール本体２０７を
制動するドラグ機構２０８と、を備えている。また、スプール２０４は、ドラグ機構２０
８が収納される第１収納凹部２６５への液体の浸入を防止する第１及び第２シール部材２
５９，２６０と、第２収納凹部２６８への液体の侵入を防止する第５シール部材２６１と
、を備えている。
【００７９】
　＜支持部材２２５の構成＞
　支持部材２２５は、筒状の支持部本体２２６と、支持部本体２２６の後方への移動を規
制するとともに支持部本体２２６をスプール軸２１５に対して回転不能に規制する規制部
２２７と、を有している。支持部本体２２６は、図９及び図１０に示すように、スプール
本体２０７を回転自在に支持する第１及び第２軸受２６３，２６４が装着された筒状の軸
受装着部２２６ａと、後部外周面に設けられドラグ機構２０８の後述する第２摩擦部（後
摩擦部の一例）２７２を構成する円板状の座金部（後ドラグ座金の一例）２２６ｂと、を
有している。
【００８０】
　支持部本体２２６は、スプール軸２１５に回転自在かつ軸方向移動自在に装着されてい
る。支持部本体２２６の軸受装着部２２６ａの先端には、環状のシール装着溝２２６ｅが
形成されている。シール装着溝２２６ｅに第１シール部材２５９が装着されている。第１
シール部材２５９は、たとえはＯリングであり、ドラグ機構２０８の後述する押圧座金２
２９との隙間をシールする部材である。支持部本体２２６の座金部２２６ｂの後面には、
座金部２２６ｂより小径のシール装着部２２６ｃが形成されている。シール装着部２２６
ｃには、第５シール部材２６１が装着されている。第５シール部材２６１は、後述する第
２シール部材２６０と同様な形状であり、たとえば、ニトリルゴムやウレタンゴム等の弾
性体製の座金形状の部材である。第５シール部材２６１は、外周側の先端に後方に傾斜し
た先細りのリップ２６１ａを有している。第５シール部材２６１は、内周側の基端がシー
ル装着部２２６ｃの外周面に装着され、リップ２６１ａが第２収納凹部２６８の内周面に
接触している。これにより、第５シール部材２６１が支持部本体２２６のシール装着部２
２６ｃの外周面と第２収納凹部２６８との隙間をシールしている。
【００８１】
　規制部２２７は、図９に示すように、支持部本体２２６の後面に固定された１枚の音出
しディスク２７８と、規制ディスク２８０とを有している。音出しディスク２７８は、後
述するドラグ発音機構２７７を構成する。音出しディスク２７８及び規制ディスク２８０
は、中心にスプール軸２１５の回り止め部２１５ｄに回転不能に係止される実質的に矩形
状の貫通孔２７８ａ，２８０ａを有している。これらの２枚のディスク２７８，２８０は
、規制ディスク２８０の後方から貫通して支持部本体２２６の後面にねじ込まれた４本の
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皿ボルト２８１により支持部本体２２６に固定されている。この結果、支持部本体２２６
は、スプール軸２１５に対して回転不能になる。
【００８２】
　また、規制ディスク２８０の後端面には、スプール軸２１５の回り止め部２１５ｄの後
端部に装着された合成樹脂製の３枚の調整ワッシャ２７６が接触している。調整ワッシャ
２７６は、スプール２０４のスプール軸方向の前後位置を調整するためのものであり、そ
の後面にはスプール本体２０７の後方への移動を規制するためのスプールワッシャ２８９
が回り止め部２１５ｄの最後端部に回り止めされた状態で装着されている。このスプール
ワッシャ２８９が、スプール軸２１５の段差２１５ｅに接触して軸方向後方に移動不能な
っている。これにより、支持部本体２２６のスプール軸方向後方への移動が規制される。
なお、回り止め部２１５ｄの後端部の調整ワッシャ２７６装着部分は他の部分に比べて僅
かに小径に形成されており、スプール本体２０７が支持部材２２５とともにスプール軸２
１５から外れたときに、調整ワッシャ２７６がスプール軸２１５に残るようになっている
。
【００８３】
　＜スプール本体２０７の構成＞
　スプール本体２０７は、たとえばアルミニウム合金を鍛造成形して得られた大小２段の
円筒状の部材である。スプール本体２０７は、後方への移動が規制された状態で支持部材
２２５に回転自在に装着された糸巻用のものである。スプール本体２０７は、外周面に釣
り糸を巻き付け能な実質的に筒状の糸巻胴部２０７ａと、糸巻胴部２０７ａの前後に設け
られた大径の前後のフランジ部２０７ｂ，２０７ｃと、後フランジ部２０７ｃから後方に
延びる筒状のスカート部２０７ｄとを有している。
【００８４】
　糸巻胴部２０７ａは、支持部本体２２６に第１及び第２軸受２６３，２６４により回転
自在に支持されている。第１軸受２６３と第２軸受２６４は、支持部本体２２６の軸受装
着部２２６ａの外周面にスプール軸方向に間隔を隔てて並べて配置され、第２軸受２６４
が前方に配置されている。
【００８５】
　糸巻胴部２０７ａの前側内部には、ドラグ機構２０８の第１摩擦部２７１を収納する実
質的に円形の開口を有する筒状の第１収納凹部２６５が形成されている。第１収納凹部２
６５の内周面は、円筒形状の滑らかな面でありその先端部には、第２シール部材２６０及
び第１摩擦部２７１をまとめて抜け止めするための抜け止め部材２４８が装着される環状
溝２６５ｄが形成されている。抜け止め部材２４８は、弾性金属線材を多角形状に折り曲
げて形成されている。
【００８６】
　糸巻胴部２０７ａの後側内部には、ドラグ機構２０８の第２摩擦部２７２を収納する実
質的に円形の開口を有する筒状の第２収納凹部２６８が形成されている。第１収納凹部２
６５と第２収納凹部２６８との間には、隔壁部２６５ｃが形成されており、隔壁部２６５
ｃの内周側には、前方に突出する内筒部２６５ｅが形成されている。内筒部２６５ｅの外
周面には、周方向に間隔を隔てて配置され径方向に突出する４つの回り止め部２６５ｆが
形成されている。回り止め部２６５ｆは、内筒部２６５ｅより前方に突出して形成された
、略矩形断面の棒状の形状であるが、内周面と外周面は同心円の円弧で形成されている。
回り止め部２６５ｆの内周面に第２軸受２６４が装着されている。第２軸受２６４の外輪
は、内筒部２６５ｅの前端面で位置決めされている。第１軸受２６３の外輪は、隔壁部２
６５ｃの内周面に形成された段差により位置決めされている。
【００８７】
　前フランジ部２０７ｂは、糸巻胴部２０７ａと一体形成された内側フランジ部２６６ａ
と、内側フランジ部２６６ａの外周部に装着された、たとえば硬質セラミック等の硬質材
料製の環状の外側フランジ部２６６ｂとを有している。外側フランジ部２６６ｂは、スプ
ール２０４から放出される釣り糸との接触による傷付きや磨耗を防止するために設けられ
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ている。外側フランジ部２６６ｂは、糸巻胴部２０７ａから前方に突出する筒状固定部２
０７ｇの外周面にねじ込み固定されたフランジ固定部材２６７により内側フランジ部２６
６ａに固定されている。
【００８８】
　後フランジ部２０７ｃは、前フランジ部２０７ｂより僅かに大径に糸巻胴部２０７ａと
一体形成されている。後フランジ部２０７ｃの後面にはドラグ発音機構２７７を装着する
ための環状突出部２０７ｅが形成されている。
【００８９】
　スカート部２０７ｄは、後フランジ部２０７ｃと一体形成され後フランジ部２０７ｃの
外周部から後方に筒状に延びている。この延びた先端は、スプール２０４の前進端に移動
したとき、ロータ３の円筒部３０の先端と僅かに重なる位置に配置される。
【００９０】
　＜ドラグ機構２０８の構成＞
　ドラグ機構２０８は、スプール本体２０７とスプール軸２１５との間に装着され、スプ
ール２０４にドラグ力を作用させるための機構である。ドラグ機構２０８は、ドラグ力を
手で調整するためにスプール軸２１５の先端に配置されたドラグ調整部材２７０によりド
ラグ力が調整される。ドラグ機構２０８は、ドラグ調整部材２７０により押圧される第１
摩擦部２７１と、第２収納凹部２６８に収納された第２摩擦部２７２と、を有している。
【００９１】
　ドラグ調整部材２７０は、図９に示すように、ドラグ調整時に発音するドラグ調整発音
機構２７０ａと、スプール軸２１５の先端に形成された雄ねじ部２１５ｂに螺合するナッ
ト２７０ｂと、ドラグ力を増減するコイルばね２７０ｃとを内部に有している。ドラグ調
整部材２７０は、スプール軸２１５に対して回動することによりナット２７０ｂをスプー
ル軸２１５に対して前後移動させる。このナット２７０ｂの移動により、コイルばね２７
０ｃを伸縮させて第１摩擦部２７１及び第２摩擦部２７２への押圧力を変化させてドラグ
力を調整する。
【００９２】
　＜第１摩擦部２７１の構成＞
　第１摩擦部２７１は、図９及び図１０に示すように、スプール軸２１５に回転不能に装
着された押圧座金２２９と、押圧座金２２９に対して回転不能な１又は複数（たとえば１
枚）のたとえばステンレス合金製の第１ドラグ座金２８６と、糸巻胴部２０７ａに対して
一体回転可能な１又は複数（たとえば２枚）の第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂとを有
している。
【００９３】
　図９及び図１０示すように、押圧座金２２９は、第２ドラグ座金２８７ａとドラグ調整
部材２７０との間に配置され、ドラグ調整部材２７０に接触する座金である。押圧座金２
２９は、支持部本体２２６の前部外周面に設けられたシール装着部分に対向して配置され
る内周面２２９ｅを有する対向筒部２２９ａ（図９）と、後部に配置され第２ドラグ座金
２８７ａに接触する大径の鍔部２２９ｂとを有している。対向筒部２２９ａの前端部には
、ドラグ調整部材２７０の後面に接触して押圧される押圧部２２９ｃが形成され、押圧部
２２９ｃの内周面には、スプール軸２１５の回り止め部２１５ｄに係合する長孔２２９ｄ
が形成されている。これにより、押圧座金２２９は、スプール軸２１５に対して回転不能
かつ軸方向移動自在に装着される。鍔部２２９ｂの外周面には、第１ドラグ座金２８６が
回転不能に連結される、複数（たとえば４つ）の回り止め凹部２２９ｆが形成されている
。対向筒部２２９ａの外周面には、第２シール部材２６０が装着されている。
【００９４】
　第２シール部材２６０は、たとえば、ニトリルゴムやウレタンゴム等の弾性体製の座金
形状の部材であり、外周側の先端に前方に傾斜した先細りのリップ２６０ａを有している
。第２シール部材２６０は、内周側の基端が対向筒部２２９ａの外周面に装着され、リッ
プ２６０ａが第１収納凹部２６５の内周面に接触している。これにより、第２シール部材
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２６０が対向筒部２２９ａの外周面と第１収納凹部２６５との隙間をシールしている。第
２シール部材２６０は、前述したように抜け止め部材２４８により第１摩擦部２７１とと
もに抜け止めされている。
【００９５】
　対向筒部２２９ａの押圧部２２９ｃを除く内周面は、長孔２２９ｄより大径に形成され
、支持部本体２２６のシール装着部分に対向して配置されている。この内周面は第１シー
ル部材２５９に接触可能である。これにより、第１シール部材２５９が支持部材２２５の
支持部本体２２６と対向筒部２２９ａの外周面との隙間をシールしている。
【００９６】
　第１及び第２ドラグ座金２８６、２８７ａ，２８７ｂは、前ドラグ座金に相当し押圧座
金２２９により押圧される。第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂと第１ドラグ座金２８６
とは交互に配置されており、押圧座金２２９と第２ドラグ座金２８７ｂとの間には、カー
ボングラファイト製の３枚のドラグディスク２８８ａ～２８８ｃが装着されている。
【００９７】
　第１ドラグ座金２８６は、２枚の第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂの間に配置される
円板状の座金部２８６ａと、座金部２８６ａの外周部から前方に突出する外筒部２８６ｂ
とを有している。外筒部２８６ｂの先端には、押圧座金２２９の回り止め凹部２２９ｆに
係合する回り止め突起２８６ｃが形成さている。回り止め突起２８６ｃは、周方向に間隔
を隔てて複数（たとえば４つ）配置され、外筒部２８６ｂの先端から回り止め凹部２２９
ｆに噛み合い可能に前方に突出して形成されている。この回り止め突起２８６ｃが回り止
め凹部２２９ｆに噛み合って係合することにより、第１ドラグ座金２８６は、押圧座金２
２９を介してスプール軸２１５に対して回転不能になっている。
【００９８】
　第２ドラグ座金２８７ａは、第１ドラグ座金２８６の外筒部２８６ｂの内周側に２枚の
ドラグディスク２８８ａ，２８８ｂに挟まれた状態で一緒に収納されている。第２ドラグ
座金２８７ｂは、第１ドラグ座金２８６の座金部２８６ｂの後面（図１０右側面）にドラ
グディスク２８８ｃを介して接触するように配置されている。したがって、第２ドラグ座
金２８７ｂは、第２ドラグ座金２８７ａより大径であり、ドラグディスク２８８ｃは、ド
ラグディスク２８８ａ，２８８ｂより大径である。
【００９９】
　第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂの内周面には、糸巻胴部２０７ａの内筒部２６５ｅ
の外周面に形成された回り止め部２６５ｆに係合する回り止め凹部２８７ｃがそれぞれ形
成されている。回り止め凹部２８７ｃは、第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂの内周面に
、回り止め部２６５ｆに噛み合い可能に周方向に間隔を隔てて複数（たとえば４つ）凹ん
で形成されている。これにより、第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂはスプール本体２０
７に対して回転不能かつスプール軸２１５に対して回転自在になっている。第２ドラグ座
金２８７ａは、ステンレス合金製である。第２ドラグ座金２８７ｂは、たとえば、カーボ
ンクロスを加工したものであり、隔壁部２６５ｃの前面に接触可能であり、スプール本体
２０７を後方に押圧する。
【０１００】
　＜第２摩擦部２７２の構成＞
　第２摩擦部２７２は、スプール軸２１５に対して回転不能な支持部本体２２６の座金部
２２６ｂを有している。座金部２２６ｂと隔壁部２６５ｃの後面との間には、ドラグディ
スク２８８ｄが配置されており、座金部２２６ｂは、ドラグディスク２８８ｄを介して隔
壁部２６５ｃに接触可能である。この座金部２２６ｂが後ドラグ座金に相当し、スプール
本体２０７を介して押圧座金２２９により押圧される。また、第２摩擦部２７２は、規制
部２２７によりスプール軸方向後方への移動が規制されている。
【０１０１】
　＜ドラグ発音機構２７７の構成＞
　支持部本体２２６の後面には、図９に示すように、ドラグ作動時に発音するドラグ発音
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機構２７７が配置されている。ドラグ発音機構２７７は、前述した音出しディスク２７８
と、スプール本体２０７の後フランジ部２０７ｂの後面に揺動自在に装着された打撃爪２
８４と、を有している。
【０１０２】
　音出しディスク２７８は、スプール軸２１５と一体回転可能な内側部材２８２と、内側
部材２８２に回転自在に装着された外側部材２８３と、外側部材２８３を内側部材２８２
に摩擦係合させるばね部材２８５とを有している。外側部材２８３の外周面には、スプー
ル２０４が糸巻取方向に回転するときに打撃爪２８４に噛み合い、ドラグ作動時のように
糸繰り出し方向に回転するときに噛み合わない、鋸歯状のラチェット歯２８３ａが形成さ
れている。これにより、糸巻取方向にスプール２０４が回転すると、外側部材２８３が内
側部材２８２に対して回転してドラグ発音機構２７７は発音せず、糸繰り出し方向に回転
するときだけ、外側部材２８３が内側部材２８２に対して回転せずに打撃爪２８４がラチ
ェット歯２８３ａと衝突を繰り返して発音する。
【０１０３】
　リールの操作及び動作については第１実施形態と同様なため、説明を省略する。
【０１０４】
　このように、第５シール部材２６１により第２摩擦部２７２がシールされているととも
に、第１摩擦部２７１も第１及び第２シール部材２５９，２６０によりシールされている
ので、スプール本体２０７を支持部材２２５とともにスプール軸２１５から取り外しても
、第１実施形態と同様に第１摩擦部２７１や第２摩擦部２７２に液体が侵入しにくくある
。このため、取り外したスプール２０４を水洗いなどして、水ぬれによるドラグ力の変動
が生じにくくなる。
【０１０５】
　また、第２実施形態のスプール２０４では、スプール本体２０７と一体回転する第２ド
ラグ座金２８７ａ，２８７ｂの外周部に突起を設けていない。さらに、スプール軸２１５
に対して回転不能な第１ドラグ座金２８６は、第２ドラグ座金２８７ａの外周側で押圧座
金２２９を介してスプール軸２１５に回転不能に連結されている。このため、第１摩擦部
２７１が収納される第１収納凹部２６５の内周面に従来のように回り止めのための溝部を
設ける必要がなくなり、第１収納凹部２６５の内周面を凹凸がない円周面に形成できる。
この結果、ドラグ力に寄与するドラグ座金の実効直径を大きくすることができるとともに
、内周面に凹凸がないのでシール部材の配置も容易である。また、同じドラグ力であれば
、スプールの直径を小さくすることができ、スプールの軽量化を図ることができる。
【０１０６】
　＜第２実施形態の変形例＞
　第２実施形態では、ドラグ機構２０８の第１摩擦部２７１を、押圧座金２２９を含めて
第１ドラグ座金２８６と第２ドラグ座金２８７ａ，２８７ｂの４枚で構成し、第２摩擦部
２７２を、支持部本体２２６の座金部２２６ｂの１枚で構成した。本発明はこれに限定さ
れない。
【０１０７】
　なお、以降の変形例の説明では、第２実施形態と同様な構成については説明を省略する
。
【０１０８】
　＜スプール本体３０７の構成＞
　図１１及び図１２に示すように、スプール本体３０７の糸巻胴部３０７ａの隔壁部３６
５ｃの内周側には、前方及び後方に突出する内筒部３６５ｅが形成されている。内筒部３
６５ｅの前部及び後部には、内外周面を貫通して形成された回り止め溝部３６５ｆ，３６
５ｇが径方向に沿って形成されている。回り止め溝部３６５ｆ，３６５ｇは、後述する第
１及び第２摩擦部３７１，３７２を回り止めするために形成されている。
【０１０９】
　＜支持部材３２５の構成＞
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　図１１に示すように、支持部材３２５は、筒状の支持部本体３２６と、支持部本体３２
６の後方への移動を規制するとともに支持部本体３２６をスプール軸３１５に対して回転
不能に規制する規制部３２７と、を有している。支持部本体３２６は、図１１及び図１２
に示すように、スプール本体３０７を回転自在に支持する第１及び第２軸受３６３，３６
４が装着された筒状の軸受装着部３２６ａと、後部外周面に設けられドラグ機構３０８の
後述する第２摩擦部（後摩擦部の一例）３７２の後方への移動を規制する円板状の円板部
３２６ｂと、を有している。変形例では、円板部３２６ｂは、第２摩擦部３７２を構成し
ない
　支持部本体３２６は、スプール軸３１５に回転自在かつ軸方向移動自在に装着されてい
る。支持部本体３２６の軸受装着部３２６ａの先端には、環状のシール装着溝３２６ｅが
形成されている。シール装着溝３２６ｅに第１シール部材３５９が装着されている。第１
シール部材３５９は、たとえはＯリングであり、ドラグ機構３０８の後述する押圧座金３
２９との隙間をシールする部材である。
【０１１０】
　支持部本体３２６の円板部３２６ｂの後面には、円板部３２６ｂより小径のシール装着
部３２６ｃが形成されている。シール装着部３２６ｃには、第５シール部材３６１が装着
されている。第５シール部材３６１は、後述する第２シール部材３６０と同様な形状であ
り、たとえば、ニトリルゴムやウレタンゴム等の弾性体製の座金形状の部材である。第５
シール部材３６１は、外周側の先端に後方に傾斜した先細りのリップ３６１ａを有してい
る。第５シール部材３６１は、内周側の基端がシール装着部３２６ｃの外周面に装着され
、リップ３６１ａが第２収納凹部３６８の内周面に接触している。これにより、第５シー
ル部材３６１が支持部本体３２６のシール装着部３２６ｃの外周面と第２収納凹部３６８
との隙間をシールしている。
【０１１１】
　円板部３２６ｂの前面には、第２摩擦部３７２を回り止めするために周方向に間隔を隔
てて配置された複数（たとえば４つ）の回り止め突起３２６ｆが前方に突出して形成され
ている。回り止め突起３２６ｆは、第２摩擦部３７２の後述する第３ドラグ座金３７３ａ
に係合して第３ドラグ座金３７３ａをスプール軸３１５に対して回転不能に連結する。
【０１１２】
　＜第１摩擦部３７１の構成＞
　ドラグ機構３０８の第１摩擦部３７１は、スプール軸３１５に回転不能に装着された押
圧座金３２９と、押圧座金３２９に対して回転不能な１又は複数（たとえば１枚）のたと
えばステンレス合金製の第１ドラグ座金３８６と、糸巻胴部３０７ａに対して回転不能な
１又は複数（たとえば１枚）の第２ドラグ座金３８７とを有している。
【０１１３】
　押圧座金３２９は、第２ドラグ座金３８７とドラグ調整部材３７０との間に配置され、
ドラグ調整部材３７０に接触する座金である。押圧座金３２９は、支持部本体３２６の前
部外周面に設けられたシール装着部分に対向して配置される内周面３２９ｅを有する対向
筒部３２９ａと、後部に配置され第２ドラグ座金３８７に接触する大径の鍔部３２９ｂと
を有している。対向筒部３２９ａの前端部には、ドラグ調整部材３７０の後面に接触して
押圧される押圧部３２９ｃが形成され、押圧部３２９ｃの内周面には、スプール軸３１５
の回り止め部３１５ｄに係合する長孔３２９ｄが形成されている。これにより、押圧座金
３２９は、スプール軸３１５に対して回転不能かつ軸方向移動自在に装着される。鍔部３
２９ｂの外周面には、第１ドラグ座金３８６が回転不能に連結される、複数（たとえば４
つ）の回り止め凹部３２９ｆが形成されている。対向筒部３２９ａの外周面には、第２シ
ール部材３６０が装着されている。
【０１１４】
　第２シール部材３６０は、たとえば、ニトリルゴムやウレタンゴム等の弾性体製の座金
形状の部材であり、外周側の先端に前方に傾斜した先細りのリップ３６０ａを有している
。第２シール部材３６０は、内周側の基端が対向筒部３２９ａの外周面に装着され、リッ



(20) JP 4863928 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

プ３６０ａが第１収納凹部３６５の内周面に接触している。これにより、第２シール部材
３６０が対向筒部２２９ａの外周面と第１収納凹部３６５との隙間をシールしている。第
２シール部材３６０は、抜け止め部材３４８により第１摩擦部３７１とともに抜け止めさ
れている。
【０１１５】
　対向筒部３２９ａの押圧部３２９ｃを除く内周面は、長孔３２９ｄより大径に形成され
、支持部本体３２６のシール装着部分に対向して配置されている。この内周面は第１シー
ル部材３５９に接触可能である。これにより、第１シール部材３５９が支持部材３２５の
支持部本体３２６と対向筒部３２９ａの外周面との隙間をシールしている。
【０１１６】
　第１及び第２ドラグ座金３８６、３８７は、前ドラグ座金に相当し押圧座金３２９によ
り押圧される。第２ドラグ座金３８７は、第１ドラグ座金３８６の前方に配置されており
、押圧座金３２９と隔壁部３６５ｃとの間には、カーボングラファイト製の３枚のドラグ
ディスク３８８ａ～３８８ｃが装着されている。ドラグディスク３８８ｃは、ドラグディ
スク３８８ａ，３８８ｂより大径である。
【０１１７】
　第１ドラグ座金３８６は、第２ドラグ座金３８７とスプール本体３０７の隔壁部３６５
ｃとの間に配置される円板状の座金部３８６ａと、座金部３８６ａの外周部から前方に突
出する外筒部３８６ｂとを有している。外筒部３８６ｂの先端には、押圧座金３２９の回
り止め凹部３２９ｆに係合する回り止め突起３８６ｃが形成されている。回り止め突起３
８６ｃは、周方向に間隔を隔てて複数（たとえば４つ）配置され、外筒部３８６ｂの先端
から回り止め凹部３２９ｆに噛み合い可能に前方に突出して形成されている。この回り止
め突起３８６ｃが回り止め凹部３２９ｆに噛み合って係合することにより、第１ドラグ座
金３８６は、押圧座金３２９を介してスプール軸３１５に対して回転不能に連結されてい
る。第１ドラグ座金３８６は、ドラグディスク３８８ｃを介して隔壁部３６５ｃの前面に
接触可能であり、スプール本体３０７を後方に押圧する。
【０１１８】
　第２ドラグ座金３８７は、第１ドラグ座金３８６の外筒部３８６ｂの内周側に２枚のド
ラグディスク３８８ａ，３８８ｂに挟まれた状態で一括して収納されている。
【０１１９】
　第２ドラグ座金３８７の内周面には、内筒部３６５ｅの回り止め溝部３６５ｆに係合す
る回り止め凸部３８７ｃが形成されている。回り止め凸部３８７ｃは、第２ドラグ座金３
８７の内周面に、回り止め溝部３６５ｆに噛み合い可能に内方に突出して形成され、対向
して配置されている。これにより、第２ドラグ座金３８７はスプール本体３０７に対して
回転不能かつスプール軸３１５に対して回転自在になっている。第２ドラグ座金３８７は
、ステンレス合金製である。
【０１２０】
　＜第２摩擦部３７２の構成＞
　第２摩擦部３７２は、スプール軸３１５に対して回転不能な１又は複数（たとえば２枚
）の第３ドラグ座金３７３ａ，３７３ｂと、糸巻胴部３０７ａに対して一体回転可能な１
又は複数（たとえば１枚）の第４ドラグ座金３７４と、を有している。第３及び第４ドラ
グ座金３７３ａ，３７３ｂ、３７４は、前ドラグ座金に相当し隔壁部３６５ｃにより押圧
される。第４ドラグ座金３７４は、第３ドラグ座金３７３ａ，３７３ｂに挟まれて配置さ
れており、隔壁部３６５ｃと第３ドラグ座金３７３ａの間には、カーボングラファイト製
の３枚のドラグディスク３７５ａ～３７５ｃが装着されている。ドラグディスク３７５ａ
は、ドラグディスク３７５ｂ，３７５ｃより大径である。
【０１２１】
　第３ドラグ座金３７３ａは、支持部本体３２６の円板部３２６ｂに対向して配置される
円板状の部材である。第３ドラグ座金３７３ａの外周部には、押圧座金３２９と同様な複
数（たとえば、４つ）の回り止め凹部３７３ｃが形成されている。また、内周部には、支
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持部本体３２６の円板部３２６ｂに形成される回り止め突起３２６ｆに係合する複数（た
とえば４つ）の回り止め凹部３７３ｄが形成されている。回り止め凹部３７３ｄと回り止
め突起３２６ｆとが係合することにより、第３ドラグ座金３７３ａが支持部本体３２６を
介してスプール軸３１５に回転不能に連結される。
【０１２２】
　第３ドラグ座金３７３ｂは、第１ドラグ座金３８６を反転させた形状であり、実質的に
同じ形状である。第３ドラグ座金３７３ｂは、隔壁部３６５ｃと第４ドラグ座金３７４と
の間に配置される円板状の座金部３７３ｅと、座金部３７３ｅの外周部から後方に突出す
る外筒部３７３ｆとを有している。外筒部３７３ｆの先端には、第３ドラグ座金３７３ａ
の回り止め凹部３７３ｃに係合する回り止め突起３７３ｇが形成されている。回り止め突
起３７３ｇは、周方向に間隔を隔てて複数（たとえば４つ）配置され、外筒部３７３ｆの
先端から回り止め凹部３７３ｃに噛み合い可能に後方に突出して形成されている。この回
り止め突起３７３ｇが回り止め凹部３７３ｃに噛み合って係合することにより、第３ドラ
グ座金３７３ｂは、第３ドラグ座金３７３ａを介してスプール軸３１５に対して回転不能
に連結されている。第３ドラグ座金３７３ｂは、ドラグディスク３７５ａを介して隔壁部
３６５ｃの後面に接触可能であり、スプール本体３０７により後方に押圧される。
【０１２３】
　第４ドラグ座金３７４は、第２ドラグ座金３８７と同様な形状であり、第３ドラグ座金
３７３ｂの外筒部３７３ｆの内周側に２枚のドラグディスク３７５ｂ，３７５ｃに挟まれ
た状態で一括して収納されている。
【０１２４】
　第４ドラグ座金３７４の内周面には、内筒部３６５ｅの回り止め溝部３６５ｇに係合す
る回り止め凸部３７４ｃが形成されている。回り止め凸部３７４ｃは、第４ドラグ座金３
７４の内周面に、回り止め溝部３６５ｇに噛み合い可能に内方に突出して形成され、対向
して配置されている。これにより、第４ドラグ座金３７４はスプール本体３０７に対して
回転不能かつスプール軸３１５に対して回転自在になっている。第４ドラグ座金３７４は
、ステンレス合金製である。また、第２摩擦部３７２は、規制部３２７によりスプール軸
方向後方への移動が規制されている。
【０１２５】
　この変形例の動作については第１実施形態と同様であるので説明を省略する。
【０１２６】
　このような変形例においても、前記第２実施形態と同様な作用効果を得ることができる
。また、第２実施形態に比べて後摩擦部３７２の座金の枚数が多いので、ドラグ機構３０
８の耐久性が向上する。
【０１２７】
　＜他の実施形態＞
　（ａ）前記第１及び第２実施形態では、第２摩擦部を有するドラグ機構を例示したが、
第１摩擦部だけのドラグ機構を有するスプールにも本発明を適用できる。
【０１２８】
　（ｂ）前記第１及び第２実施形態では、規制ディスクを介して支持部材の支持部本体を
スプール軸に回転不能に連結したが、支持部本体をスプール軸に直接回転不能に連結して
もよい。
【０１２９】
　（ｃ）前記第２実施形態では、支持部本体２２６の軸受装着部２２６ａと、座金部２２
６ｂとを一体形成したが、座金部を軸受装着部と別体にし、両者を回転不能に連結しても
よい。
【０１３０】
　（ｄ）前記第１及び第２実施形態では、ドラグ作動時のスプールの回転を滑らかにする
ために２つの軸受を有するスプールを例示したが、軸受を設けずに、支持部本体に回転自
在にスプール本体を直接装着してもよい。もちろん支持部本体を摺動性がよい金属や合成



(22) JP 4863928 B2 2012.1.25

10

20

30

40

樹脂で形成して、滑り軸受として作用させてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】本発明の第１実施形態を採用したスピニングリールの左側面図。
【図２】その左側面断面図。
【図３】そのスプール部分の断面拡大図。
【図４】ドラグ機構の分解斜視図。
【図５】第２摩擦部の断面拡大図。
【図６】スプールを外した状態の断面拡大図。
【図７】第１実施形態の変形例の図３に相当する図。
【図８】本発明の第２実施形態を採用したスピニングリールの左側面図。
【図９】そのスプール部分の断面拡大図。
【図１０】ドラグ機構の分解斜視図。
【図１１】第２実施形態の変形例の図９に相当する図。
【図１２】第２実施形態の変形例の図１０に相当する図。
【符号の説明】
【０１３２】
　　４，１０４，２０４，３０４　スプール
　　７，１０７，２０７，３０７　スプール本体
　　７ａ，２０７ａ，３０７ａ　糸巻胴部
　　７ｂ，２０７ｂ　前フランジ部
　　７ｃ，２０７ｃ　後フランジ部
　　７ｄ，２０７ｄ　スカート部
　　８，２０８，３０８　ドラグ機構
　　９　カバー部材
　１５，２１５，３１５　スプール軸
　２５，２２５，３２５　支持部材
　２９，２２９，３２９　押圧座金
　２９ｅ，２２９ｅ，３２９ｅ　内周面
　５９，２５９，３５９　第１シール部材
　６０，２６０，３６０　第２シール部材
　６１，１６１　第３シール部材
　６２　第４シール部材
　６３，２６３，３６３　第１軸受
　６４，２６４，３６４　第２軸受
　６５，２６５，３６５　第１収納凹部
　６５ａ　軸受支持部
　６５ｂ　第１ドラグ収納部
　６８，２６８，３６８　第２収納凹部
　７０，２７０，３７０　ドラグ調整部材
　７１，２７１，３７１　第１摩擦部（前摩擦部の一例）
　７２，２７２，３７２　第２摩擦部（後摩擦部の一例）
　７３ａ，７３ｂ，３７３ａ，３７３ｂ　第３ドラグ座金（後ドラグ座金の一例）
　７４ａ，７４ｂ，３７４　第４ドラグ座金（後ドラグ座金の一例）　８６ａ，８６ｂ，
２８６，３８６　第１ドラグ座金（前ドラグ座金の一例）
　８７ａ，８７ｂ，２８７ａ，２８７ｂ，３８７　第２ドラグ座金（前ドラグ座金の一例
）
　２２６ｂ　座金部（後ドラグ座金の一例）
　２６１，３６１　第５シール部材
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